
フッ化物によるう蝕予防フッ化物によるう蝕予防

フッ素（フッ化物）とは？1
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フッ素2 の働き・効果

おうちでできるフッ素3 の種類

　　ジェルタイプのフッ素 歯をしっかり磨いた後に使います。歯ブラシにとって歯全体に延ばします。

どこにでもある自然環境物質です。フッ素は、塩素・臭素・ヨウ素と同じハロゲン族の元素であり、自然界に広く存在します

人体にはもちろん、地殻・海水・河川・植物・動物など、ありとあらゆるものに、含まれています。

私たちが口にする飲食物にも、量の差こそあれ、フッ素が含まれています。

特に塩・海藻・魚介類などの食品に多く含まれ、歯や骨を丈夫にする栄養素です。

むし歯予防に用いられるフッ化物溶液は、お茶や紅茶の中に含まれているフッ素と同じものです

・フルオロアパタイトの生成

・ 細菌活動性の抑制

・エナメル質結晶化の向上

・再石灰化の促進

・歯質強化

・耐震性向上

・酸産生の抑制
・ 細菌酵素作用の抑制

歯

年齢の目安 フッ素ジェルの使用量 年齢別歯磨剤のフッ素濃度 

歯の萌出～2 歳 切った爪程度（３ｍｍ） ５００ｐｐｍ 

３歳～５歳 ５ｍｍ以下 ５００ｐｐｍ 

6 歳～14 歳 １ｃｍ程度 １０００ｐｐｍ 

15 歳～ ２ｃｍ程度 １０００ｐｐｍ 
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